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言語科学論集.第 6号 (2α刀) 63
はなく,(6a.)のような同格数量詞文からの移動によって(6b.)の遊離数量詞文が生成されると主
張している点である｡
(6) a.昔ある所に 【子豚三匹 】が住んでいました｡



























a. ところがある日 その子豚 l二匹 が狼に食われてしまいました.
b. ところがある日 その子豚が 二匹 狼に食われてしまいました1 奥津(1996b.)
5加藤(1997:37)でにこの点を軽理して.(敦詞+巧別辞lのみを放血詞と呼び.余分な請魚的要素を伴ったもの (例え




























































































































































































(30)a.昨日 学生が 5人 先生の家に来た｡
b.机の上に 本が 3冊 あるC
































































































































































































































































































































北陸自動車道が全長何 km あるのかは知らないので,例えば全長が 1000kmであると仮定しよ
うoLかしく63)の解釈として.北陸自動車道の端から端まで 1000km全てを完走したとは誰も思
わないであろう｡実際に走った距離が 400km であれ 950km であれ.(63)のように表現するこ
とができる｡つまり,(63)の文でプロファイルされているのは ｢北陸自動乾道｣である机 その
中で実際にどの部分を走ったのかは明示されておらず,そこがaZ.として解釈されているのであ



















































































(71)a. 太郎は (☆1cmの身長が/?★身長1cmが/身長が 5cm)伸びた｡
b, ダイエーは (★500円の株価を/★株価 500円を/株価を500円)下げた｡
1cm而
図9-1




























(73)a_太郎は次郎より (★1cmの身長が / ??身長 1cmが)高い｡
b.ダイエーはローソンよりより 17500円の扶価が / t株価 500円が1安い｡













































































































































































































88 尾谷 昌則 :遊出数量詞に反映される認知ストラテジー
ところで.遊離数量詞が副詞であるということは,語順も割と自由になるということである｡
以下の例を見れば分かるように,遊離数量詞の位置は述語の直前に限られない｡
(96)a.彼女は チョコレー トを 旦塵 買った.
b.彼女は 且塵 チョコレー トを 買ったQ
C. _旦遡 彼女は チョコレー トを 買ったo






























(l) 女子が 男子を 3人 殴った｡
(b) 女子が 3人 男子を 殴った｡


































(山 UndeTthebedisaniccplacetohjde. 坪井 (1990)
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b.★ビル ･クリントンが アメリカ大統領 声明を発表した｡
(107)a.アメリカ大読額 と′レ･クリン トンが 声明を発表したD
b,'ビル ･クリントンが アメリカ大統領 声明を発表した｡





























































上例の 憤 れた_･は形式的には ｢夜道｣を修飾しているのだが,実際に疲れているの -`ir別 で













































数量詞文では,数量詞 ｢3軌 は参照点としてターゲットの ｢リンゴ｣という名詞を直接に修飾
しており.形式的な修飾と意味的な修飾に不一致は生じていない,_
(114) 毎次は青果店で 3個のリンゴを 買った｡




































































5.7. 連続的認知 (sequentialscami g)を反映する遊離数量詞
さて,最後になってしまったが,この節では遊離数丑詞と連休数量詞の認知的機能について論
じる=とくに以下の2点を主張するO
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